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 ６月２４日、拡大学校保健委員会として、「健康シンポジウム」を行いました。今年度も互いの

意見を交換することで、役割を確認し、行動・実践できることをねらいとして開催しました。 

今回のテーマは「こころの健康～ふわふわ言葉とちくちく言葉～」です。子どもたちの様子を

見てみると、自分の思いをうまく言葉にできずに悩んだり、相手のことを考えない言葉を発して

しまったりする姿があります。そこで、お互いが言葉を上手につかって、気持ちのよいコミュニ

ケーションをとれるようになってほしいとの思いから、このテーマを設定しました。保護者の 

皆様におかれましては、大変お忙しい中、多数ご参加いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分では分からないう
ちにお互いに人を傷つけ
ているのではないか。人
を傷つけた言葉は自分に
返ってくる。それでけん
かになってしまう。自分
が相手を思いやって行動
すれば、「ありがとう」の
言葉がもらえる。言葉は
暴力になる。心が傷つく
と学校にも行きたくなく
なる。今から始めましょ
う、気持ちのよい「ふわ
ふわ言葉」の毎日を。 
 (児童代表) 

 保育士の仕事をしている。
まだ１歳で言葉が発せない子
にも、悪い言葉やよい言葉は
ちゃんと伝わっている。ちく
ちく言葉はつい出てしまい、
後から後悔する。娘から「仕
事がんばって」と言われたり、
「ありがとう」の手紙をもら
うと力がわいてくる。ふわふ
わ言葉はすごいパワーがある。
相手の気持ちを考え、言葉を
選んで話すこと。そして、ふ
わふわ言葉をはずかしがらず
に伝えることが大切と思う。 
（保護者代表） 

「ふわふわ言葉」は言わ
れた人だけでなく、言った
人も幸せにする。転校して
きたＡ君は、きつい言葉を
かけない。注意するときも
いやな気持ちにならないよ
うに気をくばっていた。「ふ
わふわ言葉の名人」だから、
みんなに好かれていた。「ふ
わふわ言葉」はよい友達を
いっぱい集め、自分を豊か
にしてくれる。大切な自分
を大切に育てる言葉をつか
っていってほしい。 
（教職員代表） 

◎ 講師のお話 （白河市教育委員会学校教育課） 
 ① 同じ言葉でも心しだいでちがった意味をもつ。言葉を聞いただけでは、その人の本当の気

持ちは分からない。言葉と心はくっついている。言葉の奥の心を知ることが大切である。 
 ② 助け合うという気持ちや行動のもとは、いたわりという感情である。「いたわり・他人の

痛み・やさしさ」は訓練して身に付けなければならない。例えば、友達が転ぶ、「痛かった
ろうな」という気持ちを、自分の中で作り上げていって、それを言葉で表現していく。 

③ ちくちく言葉と感じたら「ちくちくしたよ」と言おう。友達が言われたら「ちくちく言葉
じゃない」と言おう。ちくちく言葉を言ってしまったら「ごめんね」と素直に謝ろう。 

私は「ふわふわ言葉」は本当
に大切なんだと思った。ちくち
く言葉は言われた人も言った
人も心がきずつくので、言わな
いように気をつけたい。そし
て、人が言っていたり、言われ
ていたりしたら、「ちくちく言
葉だよ」と教えてあげようと思
った。また、ふわふわ言葉をた
くさん使って、やさしい人にな
りたいと思った。 

（５年） 

○○先生のＡ君の話で、人に
ふわふわ言葉を言うと、信頼さ
れると思った。○○さんの「あ
りがとう」の話にも共感でき
た。お母さんの話では、１歳や
２歳児でも「ありがとう」で、
最高の笑顔を見せるのは、今の
私たちも同じと思った。私も言
われるとうれしい。「ありがと
う」は、誰が言われてもうれし
い気持ちになる言葉である。 

（６年） 

○○さんや○○さん、○○
先生のお話を聞いて、ふわふ
わ言葉は、人に好かれ、友達
ができると分かった。ちくち
く言葉は、人からきらわれ、
友達ができないと思った。講
師の先生もスクリーンを使っ
て、分かりやすく説明してく
れてすばらしかった。ちくち
く言葉には気をつけたいと思
った。 

（４年） 



 

 

６月に行われた「全国小学生陸上競技交流大会県南地区

予選会」で、上位９位以内に入賞した４名の子どもたちが、

３日、福島市にある「とうほう・みんなのスタジアム」で

行われた「福島県選考会」に出場してきました。 

小雨というコンディションの中、「走り高跳び」に出場 

した５年女子２人は、今まで跳んだことのない１１０ｃｍ

の高さからの競技スタートということで、自己最高の  

１１０ｃｍをめざしてチャレンジしました。ジャベリック

ボール投にチャレンジした５年女子は、２回目に３０ｍ超

えの投てきを見せ、自己ベストを出すことができました。

中でも「６年男子１００ｍ予選」に出場した６年男子は、熾烈な２位争いを最後まで繰り広げ、

１３秒６４の自己最高タイムを出して、組３位になりました。総合順位も１３位になり、見事Ｂ

決勝に進出となりました！Ｂ決勝は、予選９位～１６位までの選手がオーロラビジョンに映し出

されて紹介されるなど、緊張した雰囲気が漂っていま

す。しかも、予選タイムがほぼ同タイム同士が集まる

ハイレベルな争いで、さらなる上位をめざしての戦い

となりました。保護者の皆様には、子どもたちの送迎・

応援ありがとうございました。きっとこの経験が、秋

の西白河陸上競技会に向けての価値あるチャレンジに

なると思います。また来週から特設陸上練習が始まり

ます。これからもご支援のほどよろしくお願い申し上

げます。 

「全国小学生陸上競技交流大会 福島県選考会」の結果 

出場種目 選手名 県南予選の記録 県大会の記録 

６年１００ｍ  １４秒１３ １３秒６４（決勝１３秒９８） 

ジャベリックボール投げ  ２９ｍ７２ ３０ｍ９２ 

走り高跳び  １０５ｃｍ 惜しくも１１０ｃｍ失敗 

走り高跳び  １０５ｃｍ 惜しくも１１０ｃｍ失敗 

 

 

 

 
     

１１ 月  

１２ 火 
県南教育事務所学校訪問（２校時参観）     ヤクルト出前授業⑤<3 年> 

外国語 健康生活調べ フッ化物洗口      陸上練習 

１３ 水 食育②<6 年> 委員会活動 陸上練習   SC14:30～ ノーメディアデー 

１４ 木 歯科医による保健学習⑤<6 年> 救急法講習会 15:15～ 

１５ 金 防犯教室③ ワックスがけ 

１６ 土 夏の交通安全事故防止県民総ぐるみ運動（～２５日） 

＜放射線量のお知らせ＞  ７月８日現在における放射線量（地表５０ｃｍ、単位μＳｖ／ｈ） 

① 校庭（中央）              ② 教室（２階１年教室） 

③ モニタリングポスト   （地表１ｍ）  ④ プール        

小田川小ＨＰアクセス数８００００達成！これからも学校の様子をお知らせしていきます！ 

「親と子のつどい」 

なんでも市（バザー）への提供品について 

品物のご協力をよろしくお願いします！ 

○ 搬入期日：１５日 正午まで 当日参加も可能です。学校までお電話を！ 


